
 

報告第１号 

平成２８年度 事業報告 
                 産業クラスター研究会オホーツク 

麻プロジェクトリーダー 舟山 秀太郎 

【麻プロジェクト】 

日 程 内     容  場    所 

5 月 28 日 
～ 

6 月 3 日 

○北海道産業用大麻協会主催 
「オランダ・ドイツ ヘンプ産業視察ツアー」 
 進藤幹事が参加 

オランダ・ 
ドイツ 

10 月 13 日 
○はまなす財団 地域づくりシンポジウム２０１６ 
 舟山リーダーが参加 札幌市 

10 月 24 日 
○第６回北海道産業用大麻可能性検討会 
 事務局が参加 札幌市 

2 月 20 日 

○第７回北海道産業用大麻可能性検討会 
 舟山リーダー、及び事務局が出席 

麻プロジェクトの今までと今後の取組みについて
報告 

札幌市 

3 月 23 日 

○麻シンポジウム研究会 
 ヘンプボード試作製品の報告と商品化の 

可能性について 
講師 （株）イワクラ 管理部 技術開発室  
室長代理 清原 征裕 氏 

 ヘンプ産業先進地視察（オランダ・フランス）報告 
進藤幹事 

 北海道産業用大麻可能性検討会の動きについて 
北海道農政部 農産振興課 佐々木主幹 

北見市 

 

 

【オランダ・ドイツ ヘンプ産業視察ツアー】 

 

 北海道産業用大麻協会が主催する、オラン

ダ・ドイツ ヘンプ産業視察ツアーに、先進地

区の動向調査を目的として、麻プロジェクトメ

ンバーである進藤幹事が参加した。 

 

 

【麻シンポジウム研究会】 

 ２８年度については、麻プロジェクトの事業として、

プロジェクトメンバーの海外先進事例視察・おがら

を原料とした建築用資材としてのボードの試作など

を実施した。 

 ボード試作について一定程度の結果が見えたこと

から、委託先の㈱イワクラより技術担当者を招聘の

上、プロジェクト関係者を参集範囲とし、今年３月に

事業報告を兼ねた報告会を開催した。 



 

産業クラスター研究会オホーツク 
幹事 門脇 武一 

                                  

【イソップコリドール】 
① 農業クラウド基盤構築事業 

｢地域バイオマスの農業資材化技術開発と圃場マネジメントの高度化｣推進 

② 地域融合フォーラム    テーマ：農業情報の今日的利活用の提案 

日時 平成２９年１月３１日(火) 場所 ホテル黒部 参加 １３４名 

内容  

農業における情報の生成とその利活用紹介 

          ドローンや自動操舵より生成されるデータの活用事例等 

        生体メカトロニクスの精密農業技術への応用 

            振動制御による精密な葉面散布などの実現に向けた研究紹介 

        大豆の新しい食べ方紹介 

          大豆フードクラスタ開発商品群の試食会 

           

 

③ 付加価値フードクラスター構築事業 

大豆μフーズと高オレイン酸ひまわり油脂を核に植物由来の発酵バターを試作研究開発。

ひまわり生産は台風の被害大により油脂製品は１５０キロ。 

 

④ 旧サロマトンネルの有効活用調査研究 

事業化へ向けた調査を継続実施してきたが、民間への譲渡につき超えることのできな

い課題あり。これまでのアプローチでの調査研究は終了する。 

   

上記①②の事業を通して【持続可能な農業に資する新しい枠組みの提供】体制が整

った。（次ページ参照） 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 産業クラスター研究会オホーツク 

幹事 田澤 由利 
【テレワーク】 

 

◆地域活性化におけるテレワークの普及啓発 

・オホーツクにおける地域活性化のための「テレワーク」を推進すべく、普及啓

発活動を中心に実施した。 

 

 

 

 

 

 




